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与那原町立与那原小学校教諭  野 原 太 一 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

  現代は、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により、社会構造が加速度的に変化しており、 

 予測が困難な時代となっている。そのため、今の子供たちが社会で活躍する未来は、厳しい挑戦の時代 

 になっていくと予想される。このような時代にあって、学校教育には、子供たちが未知の問題を柔軟に 

 受け止め、自己の考えをもち試行錯誤したり、他者と対話したりして問題解決に向かうことや新たな価 

 値につなげていくことが求められている。 

  平成 29年告示小学校学習指導要領解説算数編（以下「解説算数編」と表す）では、「問題解決の過程 

 において，よりよい解法に洗練させていくための意見の交流や議論などの対話的な学びを適宜取り入れ 

 ていくことが必要であるが，その際にはあらかじめ自己の考えをもち，それを意識した上で，主体的に 

 取り組むようにし，深い学びを実現することが求められる」と示されている。これは、児童が問題解決 

 する過程において、めあてを把握し、自分の考えや課題をノートに書いて、見通しを立てながら様々な 

 考え方について話し合う、さらに、よりよく解決するために、ノートを基に記述内容を振り返り、自分 

 の納得する解の中から、自らの目的（価値）に基づき判断し、自分の最適解を追究していくことだと考 

 える。 

  以上を踏まえ、これまでの授業実践を振り返ると、自分の考えが記述できない、考え方がわからない 

 という児童の姿が見られた。また、ペアやグループ、全体での練り上げの場において対話する児童の姿 

 は見られたが、「根拠を基に筋道を立てて考え、説明する」までには至らなかった。さらに、図形の単元 

 では、図形の性質を基に導き出した結果を視覚化し「その思考過程を振り返らせたり、様々な考え方か 

 ら得られた結果を基にさらなる問題を見いだしたりして統合的・発展的に考えさせること」ができなか 

 った。 

  これらの原因は、「教師が積極的に発言する児童の意見ばかりを取り上げることが多く、全員を参加さ 

 せることが不十分であった」、「視覚化した思考過程を基に、考えさせたり、学びを振り返らせたりする 

 ことが不十分であった」と考えられる。 

  これからは、児童の発言した言葉の背景を問い返し、多くの児童につなげることで、全員を授業に参 

 加させたり、自己の学びや児童相互の活動を支援、促進することで、様々な考え方を引き出し、よりよ 

 く解決させ、児童が自分の納得したことを、自分の目的（価値）に基づいて最もよいと決定するまで追 

 究させたりといった、ファシリテーターとしての教師の工夫が必要だと考える。 

 そこで、本研究では、算数科第５学年の「図形の角」の授業において、ファシリテーターとしての教 

 師の工夫を行うことで、児童が数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを行うであろうと考えた。 

 

Ⅱ 研究仮説 

  算数科第５学年の「図形の角」の授業において、ファシリテーターとして、教師が工夫すれば、児童 

が数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを行うことができるであろう。 

 

 

数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを実現する授業づくり 

～ファシリテーターとしての教師の工夫を通して～ 



Ⅲ 研究内容 

１ 数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを実現する授業づくり 

 (1) 数学的な見方・考え方を働かせることとは 

    解説算数編では、「数学的な見方・考え方と図形の領域の見方・考え方」について表１のように 

   示している。 

              

 

 

 

 

 

    第５学年の「図形の角」の単元において「数学的な見方を働かせる」とは、図形を構成する要素 

   である角の大きさについて着目し、その数量的な関係を探る。例えば、三角形の３つの角の大きさ 

   の和に着目し、３つの角の大きさの和が一定になるという、三角形の性質に気付くことだと考える。 

   また、四角形やその他の多角形においても同様と捉える。「数学的な考え方を働かせる」とは、解説 

   算数編で「根拠を基に筋道を立てて考えたり，統合的・発展的に考えたりすること」と示されてい 

   る。さらに「根拠を基に筋道立てて考え 

   ることには，ある前提を基に説明してい 

   くという演繹的な考え方が代表的なもの 

   である。帰納的な考えや類推的な考えも 

   また，根拠となる事柄を示すという点で, 

   筋道立てた考えの一つといえる」と示さ 

   れている。算数・数学教育における数学 

   的な考え方について、片桐（2014）は「帰 

   納的な考え方と演繹的な考え方」を表２ 

   のように述べている。 

    「図形の角」の単元において、帰納的な考え方・演繹的な考え方の例として、帰納的な考え方で 

   は、いくつかの三角形を分度器で測ったり、３つの角を集めたりすることによって「どんな三角形 

   でも３つの角の大きさの和が 180 度になる」という共通点を見出すことだと考える。また、演繹的 

   な考え方では、この三角形の３つの角の大きさの和が 180 度という明らかになっていることを基に、 

   四角形の４つの角の大きさの和について説明 

   しようとすることだと考える。つまり、「図形 

   の角」の単元で、数学的な考え方を働かせる 

   とは、帰納的な考え方・演繹的な考え方を働 

   かせることだと考える。さらに、図形の性質 

   を見いだしていくことは、統合的・発展的に 

   考察する力につなげていけると考える（表３）。 

(2) 主体的な学びを実現する授業づくり 

  解説算数編では、主体的な学びについて、｢算数科では，児童自らが，問題の解決に向けて見通し 

 をもち，粘り強く取り組み，問題解決の過程を振り返り，よりよく解決したり，新たな問いを見い 

 だしたりするなど」と示されている。澤井（2019）は、主体的な学びについて、｢学習の見通しをも 

   たせることが主体的な学びの第一歩」や「学習したことを振り返って、自分の学びの質と内容を自 

   覚できるようにすること」と述べている。このことから、主体的な学びを実現する授業とは、児童 

   がはじめて出会う問題に対して、「導入ではめあてを把握する」「展開では自分の考えや課題をノー 

【数学的な見方・考え方】 

「事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着目して 

 捉え，根拠を基に筋道を立てて考え，統合的・発展的 

 に考えること」 

【図形の領域の見方・考え方】 

「図形を構成する要素，それらの位置関係や図形間の関 

 係などに着目して捉え，根拠を基に筋道を立てて考え 

 たり，統合的・発展的に考えたりすること」 

帰納的な

考え方 

・幾つかのデータを集めようと努める。 

・それらのデータの間に共通して見られるルール 

 や性質を見出そうと努める。 

・見出したルールや性質が，そのデータを含む集 

 合（変数の変域全体）で成り立つであろうと推 

 測する。 

・この推測した一般性が真であることをより確か 

 にするために，新しいデータで確かめる。 

演繹的な

考え方 

・いつでも言えるということを主張するために， 

 すでに分かっていることを基にして，その正し 

 いことを説明しようとする。 

統合的に考察する 

「異なる複数の事柄をある観点から 

 捉え，それらに共通点を見出して 

 一つのものとして捉え直すこと」 

発展的に考察する 

「物事を固定的なもの，確定的なも 

 のと考えず，絶えず考察の範囲を 

 広げていくことで，新しい知識や 

 理解を得ようとすること」 

表１ 数学的な見方・考え方と図形の領域の見方・考え方 

表２ 帰納的な考え方・演繹的な考え方 

表３ 統合的・発展的に考察する力 



   トに書いて見通しをもち、試行錯誤して考えたり、仲間と協働して思考過程を振り返ったりする」｢ま 

   とめでは解や解決方法について、自分の納得する解や自分の最適解を見いだしたり、振り返りを通 

   して、自己の学びを自覚したりする」等を通して「考えるって楽しい」「いろいろな考え方があって 

   いいね」「その考え方をしようとする気持ちが分かる」「仲間の考え方を聞いて納得した」「分からな 

   いときにはどうすればいいかわかった」と学び・考える児童の姿が見られる授業であると考える。 

  これらの授業を展開するには、児童が数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを行うため 

 に、教師が児童の発言を傾聴・共感し、帰納的・演繹的に考察させるように問い返したり、全体に 

 つなげながら「簡潔・明瞭・的確」の視点でよりよく考えさせ、自分の納得や自分の最適解を追究 

 させたりするファシリテーターとしての教師の工夫が必要だと考える。 

２ ファシリテーターとしての教師の工夫 

  (1) ファシリテーターとは 

堀（2018）が述べたファシリテーションの定義とファシリテーターの役割について表４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) ファシリテーターとしての教師の工夫 

  数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを実現する授業をつくるには、堀（2018）が述べ 

 たファシリテーターに求められる「ファシリテーションの４つのスキル」（表５）を取り入れた算数

科の授業を展開するファシリテーターとしての教師の工夫が必要だと考える（図１）。また、４つの

スキルを算数科の授業において、どのように取り入れるかということについは表６に示す。 

 

場のデザインのスキル 

（場をつくり、つなげる） 

【共 有】 

対人関係のスキル 

（受け止め、引き出す） 

【発 散】 

構造化のスキル 

（かみ合わせ、整理する） 

【収 束】 

合意形成のスキル 

（まとめて、分かち合う） 

【決 定】 

◎ゴールを明らかにする 

◎プロセスをつくり上げる 

◎関係性を築き上げる 

◎傾聴で共感する 

・相互作用を観察する 

◎質問を駆使する 

◎主張を明確にする 

◎書きとめて整理する 

・図解を活用する 

◎意志決定手法を選ぶ 

・対立を解消する 

◎プロセスを振り返る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファシリテーションの定義】 

○集団による問題解決、アイディア創造、合意形成、教育・学習、

変革、自己表現・成長など、あらゆる知識創造活動を支援し促

進していく働き。 

【ファシリテーター】 ○ファシリテーションの役割を担う人 

【ファシリテーターの役割】 

○時々刻々と変わる相互作用を舵取りしながら、チームの力を最

大限に引き出し、多様な人々の思いをカタチにしていく。 

○その場に参加しているメンバーの自律性を育み、優れたアウト 

 プットを臨機応変に生み出していく。 

 

 

 

表４ ファシリテーションの定義とファシリテーターの役割 

表５ ファシリテーションの４つのスキル（◎は本単元の教師の工夫） 

数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを実現する授業 

図１ 算数科の授業を展開するファシリテーターとしての教師の工夫モデル 

◎めあて・議題(視点)の明確化 

◎求め方・課題の明確化（見通し） 

◎ルールの確認  

◎グループ・ディスカッション等 

◎傾聴・共感・相槌

◎発問・指示 

◎問い返し 

◎発言をつなぐ 

◎簡潔・明瞭・的確の思考 

◎根拠を問う 

◎一般化の思考 

◎ノートで比較・検討 

◎まとめる 

◎納得解を見出す 

◎最適解を追究 

◎振り返る 

【つなげる】 
 ○ファシリテーションの問い返し 

 ○数学的な考え方の問い返し 

 

 



 

ファシリテーションの４つのスキル 
算数科の授業における 

ファシリテーターとしての教師の工夫 
場のデザインの 

            スキル 

(場をつくり、つなげ 

 る) 

【共 有】 

◎ゴールを明らかに 

  する 

◎プロセスをつくり 

  上げる 

◎関係性を築き上げ 

  る 

ａ.ゴールを明らかにする 

 

(1) 単元の目標を明確にする。 

(2) 本時で身に付けさせたい力を明確にする。 

(3) 本時のめあてを明確にする。 

ｂ.プロセスをつくり上げる 

 

(4) 求め方や自分の課題を明確にさせ、見通しをもたせる。 

  【話し合い活動】 

(5) 話し合いを行うときの議題（視点）を確認し視覚化する。 

(6) 話し合いのルールを明確にする。 

  「全員必ず発言する」「話に納得したらあいづちを打つ」等 

(7) 様々な考え方を出させる。（発散） 

(8) 比較・検討させたり、思考過程を整理させたりする。（収束） 

(9) 解や解決方法について児童に決めさせる（合意形成）。 

ｃ.関係性を築き上げる (10) ペア・ディスカッションをさせる。 

(11) グループ・ディスカッションをさせる。 

対人関係のスキル 

(受け止め、引き出す) 

【発 散】 

◎傾聴で共感する 

・相互作用を観察す 

 る 

◎質問を駆使する 

ｄ.傾聴で共感する 

 

(12) つぶやきを丁寧に聴き取る。 

(13) 表情や動きにも注意を払い聴く。 

(14) 発言の通りに受け止め、共感する。 

(15) 沈黙にもそれなりの意味があるので待つ。 

(16) 発言に対して①～④の相槌を打つ。 

  ①共感を示す「なるほどね」「そうなんだね」 

  ②次の話を促す「それから？」「くわしく教えて」 

  ③話を繰り返す「～と思ったんだね」「～と考えているんだね」 

  ④話をまとめる「つまり～」「まとめると～」 

(17) 児童が使った言葉で要約し、その児童にスポットライトを当 

  て共感を得る。 

(18) 褒めるときは、内容でなく、動きについて褒める。 
ｅ.質問を駆使する 

 

(19) ファシリテーションの発問・問い返し 

   【オープン・クエスチョン】 

  （５W1H での発問） 

   【クローズド・クエスチョン】 

  （イエスかノーで答えられる発問） 

   【肯定的な発問】 
  「何を変えたらいいと思いますか」「どうやったらうまくいきますか」 

   【仮定発問・強制発問】 

  「仮に～／もし～」「あえて言うと／強いて言うと」 

   【リレー発問】 

  （発言した人の言葉をバトンのように、ファシリテーターが 

他の人に渡してみる） 

(20) 数学的な考え方について発問・問い返し 

  「もっと簡単に」「もっと分かりやすく」「まちがいないですか」 

  【一般化】 

  「たまたまでは、他の数、他の場合でも説明できますか」 

   【帰納】 

   「他の考え方でも○○になるか試してみてはどうですか」 

   「どの○○の求め方にも共通点して言えることはないですか」 

   【演繹】 

   「分かっていることをもとに考えてみてはどうですか」 

   「分かっていることをもとに説明できますか」 

構造化のスキル 

(かみ合わせ、整理す 

 る) 

【収 束】 

◎主張を明確にする 

◎書きとめて整理する 

・図解を活用する 

f.主張を明確にする 

 

(21) めあてや議題（視点）新たな問い（吟味し必要に応じて取り 

  上げる）等について確認し、簡潔・明瞭・的確に説明させる。 

(22) 「なぜ？」と言って根拠を引き出したり、それをつなげたり 

  して、筋道を整理する。 

ｇ.書きとめて、整理する 

 

(23) 新たな考え方や大切なことを吹き出しや色を変えて、メモさ 

  せたり、加筆させたりする。 

(24) ノートで比較・検討したり思考過程を整理させたりする。 

(25) 新たなに再構築した考え方を書かせる。 

表６ ４つのスキルを取り入れた算数科の授業におけるファシリテーターとしての教師の工夫 



合意形成のスキル 

(まとめて、分かち合 

 う) 

【決 定】 

◎意志決定手法を選 

 ぶ 

・対立を解消する 

◎プロセスを振り返 

 る 

ｈ.意志決定手法を選ぶ 

 

(26) 最適解やよりよい考え方に決定させる（メリット・デメリッ 

  トも考える）。 

(27) 自分の納得解や自分の最適解について追究する。 

ｉ.プロセスを振り返る 

 

(28) 学習過程について児童に再確認させる。 

(29) 振り返りの視点ア～カから選ばせて振り返りをさせる。 

   ア.自分がやったこと・考えたこと 

 イ.自分が納得したこと 

 ウ.見つけたよりよい答えやよりよい考え 

 エ.新しくわかったこと 

 オ.もっと学習したいこと 

 カ.生活や学習で役立てたいこと 

    場のデザインのスキルでは、教師が、単元の目標や本時で児童に身に付けさせたい力、めあてを 

   明確にもつことから始まると考える。ゴールが明らかになれば、プロセスをつくり上げることがで 

きる。導入ではめあてを明確にする。展開では自分の考えや課題を明確にさせる。その後、話の論 

点がずれないように、議題（視点）を視覚化して確認し、ルールを決めて話し合わせる。話し合い 

は、グループ・ディスカッションを重点的に行い、多くの考え方を出させ、比較・検討・整理し、 

考え方や解について合意形成させていく。 

    対人関係のスキルでは、児童の発言やつぶやきを丁寧に傾聴することが、共感することにつなが 

り、多くの考え方が出てくると考える。また、出てきた考え方に共感することで、学び・考えるこ 

とについてのよさを実感する。その際は、児童の表情や動きにも注意を払い、相槌を打ったり、発 

言の言葉を使って、要約したりすることが重要と考える。注意しなければならないことが、褒める 

ときである。発言の内容に対して褒めることは、よい考えとそうでない考えを判断しかねないので、 

動きについて褒めることが大切である。例えば「よく考えたね」「自分の言葉で言えたね」等である。 

児童に対して発問・指示・問い返し等を行うときは、つなげることを意識すると考えが広がる。そ 

れについては、「ファシリテーションの発問・問い返し」、「数学的な考え方についての発問・問い返 

し」の両方をタイミングよく行うことが大切だと考える。 

    構造化のスキルでは、めあてや議題（視点）新たな問い（吟味し必要に応じて取り上げる）等に 

ついて確認し、簡潔・明瞭・的確に説明させたり、根拠を引き出し、それをつなげたりして、筋道 

を整理する。その際、堀（2018）は、「議論を整理するといっても、よほど地頭が良い人でない限り、 

言葉のやり取りだけで進めるのは限界があります。そこで活用したいのがホワイトボードなどへの 

板書です」と述べている。このことについて、授業では、ノートを活用し視覚化させたいと考える。 

なぜならば、「ノートは既習事項の確認ができる」、「ノートは新たな考え方を書き加え、自分の考え 

方と比較・検討したり、思考過程を振り返って整理したりすることができる」「ノートは自分自身が 

分かりやすいように、文字、数、式、図、表、グラフ等で表現し、考察することができる」と考え 

るからである。 

    合意形成のスキルでは、ファシリテーターとしての教師がまとめるのではなく、児童が自立的、 

協働的に解決する過程で、納得したり、選択したりしながら解や解決方法について決定しつつ、自 

分の納得する解から自分の最適解を追究し続けることが大切である。また、学習の振り返りについ 

て「振り返りの視点」を基に行わせることで、考えることのよさや自らの学びの成長を実感でき、 

次時の学習や生活につなげることができると考える。 

  (4) ファシリテーターとしての教師の課題 

    ファシリテーターとしての教師の課題として考えられることは、必ずこの４つのスキルを取り入 

   れなければならないと意識しすぎて、スキルを行うことを「目的」にしてしまうことである。授業 

   は常に変化するもので、児童の言葉や動きにアンテナを張り、それに対して、４つのスキルを臨機 

   応変に対応させていくことが大切である。教師は数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを 

   実現する授業をつくることについて、学びの主体が児童にあることを忘れず、ファシリテートして 

   いくことが重要だと考える。 

 

【質問】 

 今日の先生の授業の進め方

はどうでしたか？ 



Ⅳ 検証授業 

 １ 単元名 ｢図形の角｣ 

 ２ 教材名 ｢図形の角を調べよう｣（東京書籍５年） 

 ３ 単元設定の理由 

  (1) 教材観 

    児童はこれまでに、二等辺三角形や正三角形、四角形の性質について、折ってみたり、敷き詰め 

   たりするなどの活動を通して確かめている。また、角の大きさを回転の大きさとして捉え、角の大 

   きさを「度（°）」の単位を用いて測定する学習も行っている。本単元では、まず、三角形を構成す 

   る要素である角の大きさについて着目させ、その数量的な関係から、３つの角の大きさの和が一定 

   になるという三角形の性質に気付かせていく。その際、いくつかの三角形を分度器で測ったり、３ 

   つの角を集めたりすることなどによって「どんな三角形でも３つの角の大きさの和が 180 度になる」 

   という共通点を見いだす「帰納的な考え方」ができるようにする。次に、この三角形の３つの角の 

   大きさの和が 180 度という明らかになっていることを基に、四角形の４つの角の大きさの和につい 

   て説明する「演繹的な考え方」ができるようにする。さらに、多角形の内角の和を求める際には、 

   三角形に分けて考えたり、すでに内角の和が分かっている図形と三角形に分けて考えたりすること 

   ができるようにする。つまり、児童に帰納的に考えさせたり、演繹的に考えさせたりしながら、説 

   明させることで、統合的・発展的に考察する力を育むことをねらいとしている。 

  (2) 児童観（省略） 

  (3) 指導観 

    本単元では、三角形を構成する要素である角の大きさに着目させ、三角形や四角形、その他の多 

   角形の内角の和について「帰納的な考え方」「演繹的な考え方」を働かせ、主体的に学ぶようにさせ 

たい。そこで、単元の導入では、レディネステストの結果を基に、既習事項を確認したり、捉え直 

したりしながら、数学的なよさに気づかせる。第２時では、いろいろな二等辺三角形の角の大きさ 

を測り、それを基に「二等辺三角形の３つの角の大きさの和の関係」というテーマで、グループ・ 

ディスカッションさせたり、児童が帰納的に考察できるように発問したりして「３つの角の大きさ 

の和が 180 度になる」という三角形の性質について見いださせるように指導していく。第３時では、 

それがどの三角形でも成り立つか、三角形をかいて測ったり、角を集めたりしながら帰納的に考察 

させる。グループ・ディスカッションでは、ノートを活用して思考過程を振り返ったり、新たな学 

びを書き加えたりしながら話し合う。全体での練り上げでは、児童に発問や問い返しを行い納得解 

を決めていく。第４時では、四角形の４つの角の大きさの和について、計算で求めさせる。このと 

き「三角形の３つの角の大きさの和が 180 度になる」という、明らかになったことを基に演繹的に 

考察させていく。それには、まず、自分の考えや課題についてノートに記述させ、見通しをもたせ 

る。そして、グループ・ディスカッションで、議題（視点）を基に話し合わせる。話し合いでは、 

２つの三角形に分けたり、４つの三角形に分けたりする考え方が見いだされると予想される。そこ 

で教師が傾聴・共感し、発問や問い返しを行い「三角形の３つの角の大きさの和を基に考えると四 

角形の４つの角の大きさの和は 360 度になる」と演繹的に考察させたい。さらに、いくつかの考え 

方を比較・検討させながら帰納的に考察し、三角形の性質である 180 度が共通することを捉えさせ 

たい。その際、ノートを活用しながら思考過程を振り返ったり、よりよく解決させたりする。そし 

て、全体での練り上げで、児童に自分の納得する解や自分の最適解を見いだすように指導していく。 

第５時では、四角形の４つの角の大きさの和が 360 度になるということを確実なものとするために、 

演繹的な考え方を基に、より多くの方法で検証し説明させていく。第６時では、今までの帰納的・ 

演繹的な考え方を働かせて、その他の多角形の内角の和を求めさせていく。第７時では、生活の場 

面を問題に取り入れ、四角形がすきまなく敷き詰められることを帰納的・演繹的に考察させる。第 

８時では、学習内容の定着を確認すると共に、帰納的・演繹的に考察する問題である「角度のテス 



ト２」に取り組み、本単元で育みたい力が身に付いているか確認する。第９時では、あらかじめ示 

された多角形（五角形等）の内角の和を求める３つの解き方（誤答を含む）を演繹的・帰納的に考 

察し、自分の納得する解き方を選び説明し、自分の最適解について根拠を基に１つ決定していく。 

 ４ 単元の指導目標 

  (1) 単元の目標   

知識及び技能 ・三角形の３つの角の大きさの和が 180 度であることや四角形の４つの角の大きさの和が 360 度にな 

 ることを理解している。 

・三角形の３つの角の大きさの和を基に、四角形や他の多角形の内角の和を求めることができる。 

思考力、判断力、表現力等 ・図形の角に着目し、三角形の３つの角の大きさの和が 180 度になるという性質について考え、その 

 性質を見いだすことができる。 

・図形の角に着目し、三角形の性質を基に、四角形やその他の多角形の内角の和の求め方について、 

 帰納的・演繹的に考え説明することができる。 

・図形の角に着目し、同じ形の四角形が敷き詰められる理由について、筋道を立てて考え説明するこ 

 とができる。 

学びに向かう力、人間性等 ・三角形や四角形、その他の多角形について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉 

え、よりよいものを求めて粘り強く考えることができる。 

・数学のよさに気づき学習したことを今後の生活や学習に活用しようとすることができる。 

(2) 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・三角形の３つの角の大きさの和が 180 度 

 であることや四角形の４つの角の大きさ 

の和が 360 度になることを理解してる。 

・三角形の３つの角の大きさの和を基に四 

角形や他の多角形の内角の和を求めるこ 

とができる。 

・図形の角に着目し、三角形の３つの角の大 

 きさの和が 180 度になるという性質をにつ 

 いて考え、その性質を見いだしている。 

・図形の角に着目し、三角形の性質を基に、 

 四角形やその他の多角形の内角の和の求め 

 方について、帰納的・演繹的に考え説明し 

 ている。 

・図形の角に着目し、同じ形の四角形が敷き 

 詰められる理由について筋道を立てて考え 

 説明している。 

・三角形や四角形、その他の多角形に 

ついて、数学的に表現・処理したこ 

とを振り返り、多面的に捉え、より 

よいものを求めて粘り強く考えよう 

としている。 

・数学のよさに気づき学習したことを 

今後の生活や学習に活用しようとし 

ている。 

  (3) 単元の指導・評価計画（全９時間） 

次 時 ●学習目標 ・ 学習活動 ■検証場面 □主な評価規準 ◆検証の視点 

１

三

角

形

と

四

角

形

の

角 

１ ●レディネステストの結果を基に、既習事項を確認したり、捉え直 

 したりしながら、数学的なよさに気づき、学習したことを図形の 

 学習に活用できると気付く。 

・レディネステストで既習事項を確認するとともに帰納的・演繹的 

 に考察する問題である「角度テスト１」に取り組む。 

主数学的なよさに気づき、学習したことを今後の学 

 習に活用しようとしている。 

（ワークシート・ノート・発言） 

２ ●図形の角の大きさに着目し、二等辺三角形の３つの角の大きさに

ついて調べ、三角形の性質を帰納的に考え説明することができる。 

・二等辺三角形を基に三角形の３つの角の大きさのきまりを調べる。 

・二等辺三角形では３つの角の大きさの和が 180 度であることを説 

 明し、他の三角形について見通しをもつ。 

思図形の角の大きさに着目し、二等辺三角形の３つ 

 の角の大きさについて調べ、三角形の性質を帰納 

的に考え、説明している。   （ノート・発言） 

３ ●図形の角の大きさに着目し、三角形の３つの角の大きさの和が 180 

度であることを帰納的に考え説明するとともに、計算で三角形の 

角の大きさを求めることができる。 

・三角形の３つの角の大きさの和が 180 度になることを、複数の三 

 角形で角の大きさを測ったり、角を１つの点に集めたりして確か 

め説明する。 

・三角形の３つの角の大きさの和が 180 度になることを活用して、 

 三角形のいろいろな角度を計算で求める。 

思図形の角の大きさに着目し、三角形の３つの角の 

大きさの和が 180 度になることを複数の三角形の 

角の大きさを測ったり、角を１つの点に集めたり 

することを通して、帰納的に考え、説明している。 

                (ノート・発言) 

知三角形の３つの角の大きさの和が180度になるこ 

 とを理解し、計算で三角形の角度を求めることが 

できる。           （ノート・発言） 

４ 

 

本 

 

時 

●図形の角の大きさに着目し、三角形の３つの角の大きさの和を基 

 に四角形の４つの角の大きさの和を演繹的に考え説明したり、帰 

納的に考え確かめたりすることができる。 

■四角形の４つの角の大きさの和を計算で求める方法を考え説明す 

 る。 

■演繹的・帰納的に考察した過程を振り返り、ノートを活用して整 

理したり、自分の最適解について粘り強く考えたりする。 

 

 

思図形の角の大きさに着目し、三角形の３つの角の 

 大きさの和を基にして、四角形の４つの角の大き 

さの和を演繹的に考え、説明したり、帰納的に考 

え確かめたりしている。    （ノート・発言） 

主思考過程を振り返りながら、よりよい解や考え方 

 について、粘り強く考えている。（ノート・発言） 

◆ファシリテーターとしての教師が工夫をすること

で、根拠を基に筋道を立ててよりよく解決するこ

とができたか。 

◆ファシリテーターとしての教師が工夫をすること

で、思考過程を振り返り、自分の納得する解や自

分の最適解について粘り強く考えることができた

か。 
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 分 

５ ●図形の角の大きさに着目し、四角形の４つの角の大きさの和が 360 

 度になるということを基に、いろいろな方法で演繹的に考え、説 

 明することができる。 

・四角形の４つの角の大きさの和が、360 度になることを複数の方法 

 で考え説明する。 

・演繹的に考えたことをノートで振り返りながら、自分の納得する 

 解や自分の最適解について決定する。 

思図形の角の大きさに着目し、四角形の内角の和が 

360 度になることを基に演繹的に考え説明してい 

る。             （ノート・発言） 

主思考過程を振り返りながら、よりよい解や考え方 

 について、粘り強く考えている。（ノート・発言） 

６ ●「多角形」の意味を知り、図形の角の大きさに着目し、多角形の 

 内角の和の求め方を演繹的に考え説明し、多角形の内角の和を計 

算で求めることができる。 

・「五角形」「六角形」「多角形」の意味を理解する。 

・五角形、六角形の内角の和の求め方を、三角形や四角形に分けて 

 考える。 

・多角形の内角の和の求め方を理解し、計算で求める。 

思図形の角の大きさに着目し、五角形、六角形の内 

 角の和を三角形や四角形に分けて演繹的に考え、 

説明している。        （ノート・発言） 

知多角形の内角の和は、三角形や四角形に分けて考 

 えれば求められることを理解し、計算で求めるこ 

とができる。         （ノート・発言） 

２

し

き

つ

め 

７ ●図形の角の大きさに着目し、四角形が敷き詰められる理由を内角 

 の和を基に、演繹的に考え説明することができる。 

・実際に同じ形の四角形をすきまなく敷き詰め、敷き詰められる理 

 由を考え説明できる。 

思図形の角の大きさに着目し、同じ形の四角形が敷 

 き詰められる理由を、内角の和を基に演繹的に考 

え説明している。       （ノート・発言） 

３ 

確

認 

８ 

 

●学習内容の定着を確認し、帰納的・演繹的に考察する問題である 

「角度テスト２」に取り組み、解決することができる。 

・「たしかめよう」「つないでいこう 算数の目」に取り組む。 

・帰納的・演繹的に考察する問題「角度のテスト２」に取り組む。 

知基本的な問題を解決することができる。 

                （ノート・発言） 

思図形の角の大きさに着目し、帰納的・演繹的に説 

明している。         （ワークシート） 

４

活

用 

９ ●図形の角の大きさに着目し、多角形（五角形等）の内角の和の求 

 め方を演繹的に考え、自分の納得する解と自分の最適解について 

根拠を基に決定し、説明することができる。 

・あらかじめ示された、多角形（五角形等）の内角の和を求める３ 

 つの解き方について考え、自分の納得する解き方について決定し、 

 その根拠を説明する。 

・自分の納得する解から自分にとっての最適解について、選んだ理 

 由について説明する。 

思図形の角の大きさに着目し、多角形（五角形等） 

 の内角の和の求め方を演繹的に考え、説明してい

る。             （ワークシート） 

主数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的 

 に捉え、よりよいものを求めて粘り強く考えてい 

る。             （ワークシート） 

 ５ 本時の指導 

  (1) 本時のねらい 

    図形の角の大きさに着目し、三角形の３つの角の大きさの和を基に、四角形の４つの角の大きさ 

   の和を演繹的に考え説明したり、帰納的に考え確かめたりすることができる。 

  (2) 授業仮説 

    ファシリテーターとしての教師が工夫をすることで、児童が根拠を基に筋道を立ててよりよく解 

   決したり、思考過程を振り返り、自分の納得する解や自分の最適解について粘り強く考えたりする 

   といった、数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを行うことができるであろう。 

  (3) 本時の展開（第４時／全９時） 
 

学習活動 
T：主な発問と発話 C：児童の反応 

☆指導上の留意点 
◆検証の視点 【評価規準】 

〈ファシリテーターとしての教師の工夫〉 

   １ 問題を把握する 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ めあてを確認する 

 

 

 

 

T:４つの角はどこですか。色を塗ってください。 

T:どのような方法で求められそうですか。 

C:角度を測る。角を集める。 

T:今日は角度を測ったり、角を集めたりしません。 

T:今日のめあては･･･。 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〈ａ.(場)ゴールを明らかにする〉 

 

３ 見通しを立てる 

   

 

４ 問題の解決をする 

 

T:まずは２分間考え、「できそうなこと」「わからない 

 こと」について、ノートに書きましょう。 
☆前時のノートを振り返ることを促す。 

T:今日の議題（視点）は、 

「計算するための数はどこにかくれているのかな？」 

〈ｂ.(場)プロセスをつくり上げる〉 

 

 
〈ｃ.(場)関係性を築きあげる〉 

 

 

問題：四角形の４つの角の大きさの和は何度ですか。 

 

めあて：四角形の４つの角の大きさの和を計算で求める方法を考えよう。 

展
開 

導
入
５
分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 全体で考えを練 

 り上げる 

（黒板の前に集まっ 

 て話し合う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    
 

６ 学習のまとめを 

 する 

 

 

 

７ 振り返りをする 

 

 

☆めあて（ゴール）を達成するための、話し合いの議題（視 

 点）を示し、話し合う内容を焦点化する。 

☆話し合いのルールを確認したり、新たに決めたりする。 

☆ノートにメモを吹き出しで書かせたり、新しい発見は赤色 

で書かせたりさせる。また、再構築した考え方についてノ 

ートに整理させる。 

 

 

☆机間指導し傾聴・共感しながら発問や問い返し等を行う。 

T:前に習った形に変えてみてはどうですか。 

C:対角線を引いて２つの三角形に分けるとできそう。 

T:たまたまじゃないかな。他の考え方でも同じことが 

 説明できますか。 

T:対角線を２本引いて、４つの三角形に分けて考えて 

 いますね。なぜ、そう考えたのですか。 
☆多くの児童の発言を出すために、必要に応じて、意図的指 

名も行う。 

C:四角形に１本の対角線を引き、三角形を２つ作り、 

 180×２をすると 360 度になりました。 

T:同じ・似ている考え方の人は、説明してください。 

T:別の考え方があったグループは説明してください。 

C:四角形に２本の対角線を引き、三角形を４つ作り 

 真ん中の360度を引いて180×４-360で360度です。 

T:三角形が４つあるので 180×４で 720 度では？ 

C:真ん中の 360 度は含みません。 

T:この真ん中の 360 度は含みますか、含みませんか。 

C:含みません。 

T:なぜ、そう考えたのですか。 

C:問題は、４つの角の大きさの和を求めるからです。 

T:この２つの考え方で共通していることは何ですか。 

C:三角形に分けて、計算しています。 
☆今日のプロセスを振り返えり、ノートを使って整理し、解 

や解決方法を決定させる。 

 

☆めあて（ゴール）を確認し、プロセスを振り返り、共通点 

 を基にまとめさせる。 

 

 

 
☆６つの視点に沿って振り返りを書かせる 

 

 

 

 

 

 

〈ｂ.(場)プロセスをつくり上げる〉 

 

 

〈ｇ.(構)書きとめて、整理する〉 

 

 
〈ｄ.(対)傾聴して共感する〉 

〈ｅ.(対)質問を駆使する〉 

◆検証の視点① 

 根拠を基に筋道を立ててよりよく

解決することができたか。 

    （発言・行動観察・ノート） 

 

【思・判・表】 

 図形の角の大きさに着目し、三角

形の３つの角の大きさの和を基にし 

て、四角形の４つの角の大きさの和 

を演繹的に考え、説明したり、帰納 

的に考え確かめたりしている。   

（発言・ノート） 
〈ｄ.(対)傾聴して共感する〉 

〈ｅ.(対)質問を駆使する〉 

〈ｆ.(構)主張を明確にする〉 

〈ｈ.(合)意志決定手法を選ぶ〉 

◆検証の視点② 

 思考過程を振り返り、自分の納得

する解や自分の最適解について粘

り強く考えることができたか。  

        （発言・行動観察） 

 
 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 思考過程を振り返りながら、より

よい解や考え方について、粘り強く

考く考えている。 （ノート・発言） 
〈ｉ.(合)プロセスを振り返る〉 

〈ｇ.(構)書きとめて、整理する〉 

〈ｈ.(合)意志決定手法を選ぶ〉 

 

  (5) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７/16(木) 図形の角を調べよう 

めあて   

 

                 

                 

四角形の４つの角の大きさの和を計算で求

める方法を考えよう。 

 

 四角形の４つの角の大きさの和は 

何度ですか。 

 ・測る。× 

・角を集める。× 

◎どうすれば 

 いいかな？ 

まとめ：四角形の４つの角の大きさの和を計算で求める方法は、対角線を 

    引いて三角形に分けて、三角形の性質の 180 度を使って計算する。 

 対角線を 

ひいて２つ

の三角形に

分けた！ 

 対角線を 

ひいて４つ

の三角形に

分けた！ 

三角形の３つの

角の大きさの和 

が 180°だから 

式 180×２＝360 

答え 360° 

三角形の３つの

角の大きさの和 

が 180°だから 

式 180×４＝720 

答え 720° 式 180×４＝720 

 720－360＝360 

真 ん 中 の

360 度は 

含む？ 

含まない？ 

【共通点】 

対角線で分け

て 三 角 形 の

180 度を使う 

議題 

（視点） 振り返りと先生の進め方を記述 

まとめ：四角形の４つの角の大きさの和を計算で求める方法は、対角線を 

    引いて三角形に分けて、三角形の性質の 180 度を使って計算する。 

【必ず守るルールの例】 

「全員の考えを聞く」「話に納得したらあいづちを打つ（傾聴・共感）」等 

ア.自分がやったこと・考えたこと    イ.自分が納得したこと 

ウ.見つけたよりよい答えやよりよい考え エ.新しくわかったこと 

オ.もっと学習したいこと        カ.生活や学習で役立てたいこと 

 

ま
と
め
７
分 

【質問】（毎時間Ａ４のワークシートに記述させる） 

 「今日の先生の授業の進め方はどうでしたか？」 

問 題 

①納得を問う：「どの考え方に納得しましたか」（複数可）／②最適解を問う：「どの解き方で解きますか」（１つ） 

・納得した解き方は何番ですか（複数可） 

・どの解き方で解きますか（１つ） 

『計算するための数はどこにかくれている 

 かな？』 



Ⅴ 研究の結果と考察 

   研究の考察については、検証前・検証後のアンケート、ノートの記述、授業の進め方についてのワ 

ークシートの記述、授業参観等を基にして、単元を通した児童の変容や、これまでの学びをどのよう 

に捉えたかを分析した。 

 １ 数学的な見方・考え方を働かせたか（児童が根拠を基に筋道立ててよりよく解決したか） 

   検証授業で、児童が根拠を基に筋道立ててよりよく解決するために、ファシリテーターとしての教 

  師が行った工夫と関連づけて以下に述べる。図形の角に着目させたい場面では、色を塗らせることで、 

どこの角に目を向けたらよいかということを明確にした。求め方や自分の課題（わからないこと等） 

を明確にする場面では、ノートに書かせることで、それを基に問題をよりよく解決する見通しを持た 

せた。次に話し合いの場面では、議題（視点）を示し、話し合う内容を焦点化した。また、既習事項 

をノートで見返したり、新たな考えをメモや吹き出しで書いたりすることを促した。 

   資料１は児童Ａの第４時のノートの記述を示したものである。 

 この資料から、児童Ａが図形の角に着目し「角度がわからない」 

という自分の考えを記述していることから、筋道のスタートとし 

て見通しを持つことができたと考えられる。また、議題（視点） 

を持って話し合う過程を通して、仲間の考えをメモし、そこから 

「三角形の３つの角の大きさの和が 180 度」という既習事項を根 

拠とし、よりよく解決しようする姿が伺える。 

   資料２は児童Ｂの第２時から第４時のノートの記述を示したも 

のである。この資料から単元が進むに連れて議題（視点）を基に 

  仲間と話し合い、新たに発見したことをメモしたり、今までの学 

  習を基に考えたりしている記述が多く見られるようになってきて 

  いる。つまり、児童Ｂは単元や授業の中で、筋道の過程を通して根拠となる事柄を増やし、よりよく 

  解決しようとする力が身に付いてきたと推察できる。 

 

図２は児童が根拠を基に筋道立ててよりよく解決できた 

  かに関するアンケート結果である。筋道立てて考えるもう 

  一つの視点である、共通点を見つけることについて、検証 

  前「算数の授業で、問題を解決するために、いろいろな説 

  明の仕方を比べて共通することは何かと考える」の設問に 

  「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」と回答し 

  た児童は 54％に対し、検証後では 83％と 29ポイント増加 

  したことからも児童が根拠を基に筋道立ててよりよく考え 

資料２ 児童Ｂの第２時から第４時の記述 

図２ 根拠を基に筋道立ててよりよく 

   解決したかに関するアンケート 

資料１ 児童Ａの第４時の記述 

第２時の記述 

第３時の記述 第４時の記述 



  解決できたと考えられる。これらのことを踏まえると、児童が図形を構成する要素である角の大きさ 

  に着目し、三角形の性質を基に演繹的に考え、いろいろな説明の仕方を比べて共通することを帰納的 

  に考察していることから、数学的な見方・考え方を働かせたと推察できる。 

２ 主体的な学びが実現できたか（児童が思考過程を振り返り、自分の納得する解や自分の最適解につ

いて、粘り強く考えることができたか） 

   検証授業で、児童が思考過程を振り返り、自分の納得する解や自分の最適解について、粘り強く考 

  えるために、ファシリテーターとしての教師が行った工夫と関連づけて以下に述べる。展開では、児 

童から出た「問い」について、話し合いの活動を適宜取り入れ、多様な考え方を出させ（発散）それ 

をノートで整理し、比較・検討（収束）させることで、思考過程を振り返る手立てとした。授業のま 

とめでは、思考過程を振り返りながら、自分にとってよりよい解や求め方について考えさせることで、

最後まで問題と向き合って自分の納得する解の中から、自分

の最適解を決定させた。 

   資料３は児童Ｃの第４時のノートの記述を示したものであ 

  る。この資料の「対角線を１本ひいた図は分かりやすくなっ 

  とくできた」という記述から、児童が思考過程を振り返り、 

  自分の納得する解について「分かりやすい」という価値に基 

  づき判断していると考えられる。 

   資料４と資料５は児童Ｄと児童Ｅの第４時のノートの記述 

を示したものである。どちらも自分の納得した解を比較・検 

  討し、児童Ｄはテストで解くことを目的として「早くできる」 

  という価値に基づき判断し、児童Ｅは「簡単なものに例えて 

  やる」という自らの価値に基づき判断し、自分の最適解を決 

  定したと考えられる。 

   図３は児童が思考過程を振り返り、自分の納得する解や自 

  分の最適解について、粘り強く考えることができたかに関す 

  るアンケート結果である。検証前「算数の授業で、問題の答 

  えや問題を解くときの考え方に、自分で納得している」の 

  設問に「当てはまる」、「どちらかというと当てはまる」と 

  回答した児童は 65％に対し、検証後では 81％と 16 ポイン 

  ト増加したことからも児童が思考過程を振り返り、自分の 

  納得する解や自分の最適解について、粘り強く考えたと考 

  えられる。これらのことを踏まえると、児童が思考過程を 

  振り返り、自分の納得する解から「自分の最適解」を追究 

  し、判断、決定していくといった、粘り強く考える姿が見 

  られたと推察できる。 

３ ファシリテーターとしての教師の工夫について 

単元を通して先生の授業の進め方についてワークシートに記述させ、授業づくりに生かした。単元 

の前半では「ほめていたところがいい」、「グループで話し合ったから安心する」、「回ってみんなの意 

見を見ながら進めていくことがいい」、「クラスの人が発表したときに、分かりやすく説明してくれた」 

等の意見があった。それは、傾聴や共感などのファシリテーターとしての４つのスキルが効果的であ 

ったと考えられる。さらに、単元の後半になるにつれて「プリントは難しかったけど、自分の考えを 

今までの授業で書いていたので、ちゃんとできた」、「今までの学習を見直すとヒントがたくさんかく 

されていた」、「自分が納得しなかった理由も書けたので、レベルアップしたと思う」等の記述が多く 

見られた。このことから、単元を通したファシリテーターとしての教師の工夫が、児童の主体的な学 

びを生み出し、児童自身の学びや成長の実感につながったと推察できる。 

資料３ 児童Ｃの第４時の記述 

資料５ 児童Ｅの第４時の記述 

図３ 思考過程を振り返り、自分の納得す 

   る解や自分の最適解について、粘り 

   強く考えたかに関するアンケート 

資料４ 児童Ｄの第４時の記述 



 ４ 単元末の「自分の納得する解と自分の最適解についての問題」の結果から 

   資料６は単元末に実施した「自分の納得する解と自分の最適解 

  についての問題」である。自分の納得する解では、五角形の５つ 

の角の大きさの和の求め方を、Ａさんの「３つの三角形に分けて 

解く」（正答）Ｂさんの「四角形を三角形に分けて解く」（正答） 

Ｃさんの「５つの三角形に分けて 180°を引く」（誤答）としそれ 

  ぞれに対して、納得するか納得しないかを選ばせ理由も記述させ 

  た。また、自分の最適解では、自分が解くときの解き方を１つ記 

  述し、なぜそれを自分の最適解としたのか理由も記述させた。 

   表７は、この問題の結果を示している。自分の納得す  

る解については、「３つの三角形に分ける」という考え方 

に納得した児童が 100％になった。それは三角形の３つ 

の角の大きさの和が 180 度になることを根拠にして演繹 

的に考えたからだと推察される。また、93％の児童が「３ 

つの三角形に分ける」「四角形と三角形に分ける」といっ 

た既習事項を基に自分の最適解とした。さらに７％の児童は「新しい解き方を見つけたいから」等の 

理由で発展的に考え、自分の最適解に決定した。このことから、思考過程を振り返り、根拠を基によ 

りよい解や求め方を粘り強く考えることができるようになってきたと推察できる。 

Ⅵ 研究の成果と課題 

 １ 成果 

  (1) ファシリテーターとしての教師が、まず図形を構成する要素である角の大きさに着目させたり、 

   自分の考えをノートに書かせ、それを筋道のスタートとしての見通しを持たせたりする。さらに、 

   話し合いの場面では、議題（視点）を示し、話し合う内容を焦点化することで、児童が根拠を基に 

   筋道立ててよりよく解決できた。 

  (2) ファシリテーターとしての教師が、児童から出た「問い」について、話し合いの活動を適宜取り 

   入れ、多様な考え方を出させ（発散）それをノートで整理し、比較・検討（収束）させたり、自分 

   にとってよりよい解や求め方について考えさせたりすることで、児童が思考過程を振り返り自分の 

   納得する解や自分の最適解について粘り強く考えることができた。 

  (3) ファシリテーターとしての教師が、児童の発言やつぶやきを丁寧に傾聴、共感したり、児童の言 

   葉の背景を問い返したりすることで、帰納的・演繹的な考え方を働かせた児童の主体的な学びを生 

   み出すことができた。 

 ２ 課題 

  (1) 発問・指示・問い返し等を駆使して、児童の発言を効果的につなげていくファシリテーターとし 

   てのスキルの向上を目指す。 

  (2) 数学的な見方・考え方を働かせる「着目する力」や「考えをつなぐ力」を育むために、教師は繰 

   り返し、言葉でつないだり、板書でつないだりしながら論理を創っていく授業を目指していきたい。 
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資料６ 納得する解と最適解の問題 

表７ 納得する解と最適解の問題の結果 


